
2001 年（平成 13 年）10 月 1日創刊 2011 年（平成 23 年） 4月 1日発行

老人保健施設フレンド

施設長

近藤
こんどう

郁子
い く こ

老人介護保健施設に勤務始めて 5ヶ月が過

ぎました。高齢の方々の人生の縮図に接する

緊張の毎日を、「命とは」、「死とは」、「家族と

は」、「人間とは｣、「日本のあり方は」などと、

哲学的な難題や現実問題に悪戦苦闘してい

ます。このような状況なので、去る 3 月 11 日

の東日本大震災のことは大きな心の痛手とな

りました。日々“命の絆の大切さ”を考えます。

多くの命がこの震災で失われ、次の世に命を

つなぐ絆を絶たれた多くの若い命を考えます。

地震のような災害がなくても、普段に交通事

故や病気で絶たれる命があります。人は他の

生物と同じく、親から命の絆を受け取り、次の

世代に引き継ぐ使命があります。生まれて成

人になるまで期間の長い人間は、その過程で

死に接する機会も多かったのですが、医療の

進歩によって成人前に死亡することは殆んど

なくなり、平均寿命はどんどん長くなりました。

その結果、少なく生んで豊かに過ごす少子化

をもたらし、家族の絆がどんどん細くなってき

ました。そして、家族の死を経験することが少

なくなり、人の死を具体的に知ることが難しく

なりました。

介護老人保健施設は、介護を必要とする高

齢者の自立を支援し、家庭への復帰を目指し

てリハビリテーションを受ける場所として設定
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されました。しかし、老人保健施設ができ始め

て 20 年を経た最近の施設の活動は、様々な

機能を要求されるようになりました。家族の介

護力の低下から家庭生活への復帰が難しい

社会になり、施設に長期に留まらざるを得な

い方々があり、人生最期を迎える場所として

の機能も求められつつあります。介護老人保

健施設での看取りも少しずつ増えています。

命の終わりをどのように迎えるかを考えるこ

とは、いかに意味ある生き方をするかを考え

ることでもあります。人生の最期を意味ある時

として迎えるために、自分の命は長い祖先の

命の絆をもらった結果であることに感謝し、次

の世代に命の絆を紡いだ証として、その任務

に満足して死を迎えることが出来ればこの上

ない幸せと思います。毎日、ひとつ幸せを見

つけて、1日 1回は声を上げて笑うことが出来

る楽しいことに出会えるように努めて、命の絆

を大切にして行くことが出来るような施設、地

域に必要とされる施設を目指してチームワー

クで取り組んでいきたいと思います。
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４月１日より（医）弘友会職員とし

て、１０名が加戸病院と老人保健

施設フレンドにわかれて勤務する

ことになりました。

新人研修で教わった弘友会の５

つの理念を忘れず、精一杯頑張り

たいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

新入職員
（前列中央右は加戸理事長、左は加戸副理事長）

=はじめまして=

新しく勤務する職員






